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カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 社 会 へ の 移 行 に 貢 献 す る

全 国 の 温 泉 街 廃 墟 問 題 の 再 生 モ デ ル と な る

観 光 か ら「 居 遊 」 へ ： 観 光 形 態 の 変 化 を 捉 え る

対 話 の 場 づ く り ： 小 さ く 始 め て 大 き く 育 て る

本 コ ン セ プ ト ブ ッ ク ・ ア イ デ ィ ア 集 の 基 本 的 姿 勢

利 根 川 源 流 の ま ち ・ 環 境 先 進 地 域 み な か み と し て 、
低 炭 素 型 社 会 に ふ さ わ し い プ ロ ジ ェ ク ト に 。

全 国 的 に 課 題 と な っ て い る 温 泉 街 の 廃 墟 問 題 に 対 し 、
解 決 に 向 け た ひ と つ の モ デ ル ケ ー ス を 提 示 す る 。

長 期 滞 在 や イ ン バ ウ ン ド 、 二 地 域 居 住 、 サ ブ ス ク 居 住 な ど 、
遊 ぶ よ う に 暮 ら す 新 し い 層 を 想 定 し 、都 市 と 地 方 の 新 し い 関 係 性 を 育 て る 。

ア ク シ ョ ン を 重 ね 、 利 用 動 向 を 計 測 し 、 計 画 の 妥 当 性 を 確 認 し 、
計 画 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る 。 そ の サ イ ク ル を 回 し つ づ け る ま ち づ く り 。
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本コンセプトブック・アイディア集の基本的姿勢

もくじ

1 . コンセプトブック

	 1 - 1 .　みなかみユネスコエコパークと水上温泉街 	 	

	 1 - 2 .　水上温泉街の読み解き

	 1 - 3 .　温泉街再生に向けた空間戦略

	 1 - 4 .　旧「一葉亭」敷地の読み解き

	 1 - 5 .　デザインのコンセプト 	

2 . 	アイディア集

	 鳥瞰アイディアパース

	 2 - 1 .　ヒロバのデザイン

	 2 - 2 .　サイセイのデザイン

	 2 - 3 .　かわ：領域をひろげる

	 2 - 4 .　とおり：細やかにつながる

	 2 - 5 .　まち：もっと長く過ごせる

	 2 - 6 .　しげん：あるものを活かす

1

2

3

4

6

12

14

18

2 9

3 0

3 2

3 8

4 4

4 8

5 2

5 8

3

も く じ

2 3

コ ン セ プ ト ブ ッ ク

1
C O N C E P T  B O O K

2 0 2 1 年度から産官学金で取り組んできた、まちの調査・

旧「一葉亭」の活用方針に関する議論・事例の研究・地

元の皆様との意見交換会・廃墟再生マルシェなどの実験

的試みを通じて 202 3 年 12 月に取りまとめた。

旧「一葉亭」敷地の再生が、水上温泉街エリアのより持

続的で魅力的な将来像につながるために打ち出すコンセ

プトとなっており、今後も地域事業者と連携しながら推

進することを念頭において作成・公表している。



水上温泉街
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み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街

多 様 な プ レ イ ヤ ー か ら の 注 目

み な か み 町 で は 近 年 、 そ の 貴 重 な 自 然 を 「 ま も る 」

だ け で な く 、 恵 み を 楽 し み 、「 い か す ・ ひ ろ め る 」

活 動 に 取 り 組 む プ レ イ ヤ ー が 集 ま り 始 め て い る 。 左

に は そ の 一 部 を 示 し て お り 、 水 上 温 泉 街 で も ユ ネ ス

コ エ コ パ ー ク に 相 応 し い 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 目

指 し た 活 動 が 展 開 さ れ て い る 。

み な か み 町 は 全 域 が 「 ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク 」 に 登 録 さ れ て お り 、 人 と 自 然 が

共 生 す る 持 続 可 能 な モ デ ル と な る 地 域 づ く り が 目 指 さ れ て い る 。 ユ ネ ス コ エ

コ パ ー ク の 中 に 位 置 す る 温 泉 街 は 全 国 で も 多 く な い 。 中 で も 水 上 温 泉 街 は 好

ア ク セ ス の 立 地 に あ り 、 多 く の 来 街 者 を 呼 び 寄 せ て き た 場 所 で あ る 。 そ う し

た 恵 ま れ た 環 境 を 活 か し た 次 世 代 型 の 温 泉 街 ま ち づ く り が 期 待 さ れ る 。

み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク 土 地 利 用 区 分

環 境 先 進 都 市 と し て の み な か み 町

み な か み 町 で は 、 里 地 里 山 保 全 、 木 材 利 用 な ど

S D G s の ま ち づ く り に 関 す る 計 画 が 多 数 策 定 さ れ

て い る 。 2 0 1 7 年 に は 町 全 域 が ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク

に 登 録 さ れ 、 水 上 温 泉 街 の あ る 移 行 地 域 は 、 人 々

に と っ て の ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク の 玄 関 口 と し て 、

「 日 々 の く ら し と 経 済 活 動 を 行 う 中 で 豊 か な 森 と 水

の 持 続 的 な 利 用 を 積 極 的 に 行 う エ リ ア 」 に 位 置 づ け

ら れ て い る 。

・『 環 境 力 』 宣 言

・ ウ ッ ド ス タ ー ト 宣 言 ( 2 0 1 6 . 7 )

・ ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク ( 2 0 1 7 . 6 )

・ S D G s  未 来 都 市 ( 2 0 1 9 . 7 )  

・ ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 表 明 都 市 ( 2 0 2 0 . 7 )

・ ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ へ の 活 動 連 携 （ 2 0 2 3 ）

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト



水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き ① 　 温 泉 街 の 現 状 構 造
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か わ ま ち づ く り 事 業 でか わ ま ち づ く り 事 業 で
整 備 さ れ た 清 流 公 園整 備 さ れ た 清 流 公 園
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菅 原 神 社
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・ 温 泉 街 駐 車 場
旧 「 一 葉 亭 」

・ 忠 霊 塔 公 園

・ 湯 原 橋
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高 台 に 立 地 し 、 地 形 を 感 じ や高 台 に 立 地 し 、 地 形 を 感 じ や
す い 寺 社 や 公 共 施 設 な どす い 寺 社 や 公 共 施 設 な ど

地 震 災 害 に も 強 い 安 定 し た 地地 震 災 害 に も 強 い 安 定 し た 地
盤 と い う 強 み盤 と い う 強 み

急 峻 地 形 に よ る 山 岳 ・ 峡 谷 ・急 峻 地 形 に よ る 山 岳 ・ 峡 谷 ・
渓 流 が 近 い 自 然 景 観渓 流 が 近 い 自 然 景 観

川 沿 い や 高 台 な ど の 地 形 を 感川 沿 い や 高 台 な ど の 地 形 を 感
じ る 場 所 へ の ア ク セ ス が 弱 いじ る 場 所 へ の ア ク セ ス が 弱 い

眺 望 の 魅 力 的 な 橋 が 多 い が そ眺 望 の 魅 力 的 な 橋 が 多 い が そ
こ で 佇 め る 環 境 が 不 足こ で 佇 め る 環 境 が 不 足

高 い 建 物 が 周 辺 の 山 や 川 を 隠高 い 建 物 が 周 辺 の 山 や 川 を 隠
し て い るし て い る

子 ど も が 安 心 し て 伸 び 伸 び 遊子 ど も が 安 心 し て 伸 び 伸 び 遊
べ る 場 所 が 足 り な いべ る 場 所 が 足 り な い

温 泉 街 の 玄 関 に あ た る 場 所 が温 泉 街 の 玄 関 に あ た る 場 所 が
大 規 模 建 築 や 駐 車 場 に大 規 模 建 築 や 駐 車 場 に

公 園 や 広 場 が 孤 立 し て お り 時公 園 や 広 場 が 孤 立 し て お り 時
間 を 長 く 過 ご せ な い間 を 長 く 過 ご せ な い

▲  公 園 ・ 橋 ・ 広 場 に お け る 居 場 所 の 不 足

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト

・
温 泉 公 園

旧 ひ が き 寮

水 上 橋 ・

紅 葉 橋 ・

温 湯 川 橋 ・

6 7

夜 の 通 り に 灯 り が 少 な く 寂 し夜 の 通 り に 灯 り が 少 な く 寂 し
い 街 の 印 象 を 受 け るい 街 の 印 象 を 受 け る

温 泉 街 中 央 に 駐 車 場 が あ り 車温 泉 街 中 央 に 駐 車 場 が あ り 車
が 流 入 し や す いが 流 入 し や す い

飲 食 以 外 で 時 間 を 過 ご せ る 場飲 食 以 外 で 時 間 を 過 ご せ る 場
所 の 不 足所 の 不 足

▲  車 が 多 く 開 い て い る お 店 の 少 な い 商 店 街

通 り と 利 根 川 を つ な ぐ 魅 力 あ通 り と 利 根 川 を つ な ぐ 魅 力 あ
る 空 間 の 不 足る 空 間 の 不 足

利 根 川 に 沿 っ て 渓 流 景 観 を 楽利 根 川 に 沿 っ て 渓 流 景 観 を 楽
し め る 場 所 の 不 足し め る 場 所 の 不 足

大 規 模 な 建 物 に よ る 温 泉 街 通大 規 模 な 建 物 に よ る 温 泉 街 通
り と 利 根 川 の 分 断り と 利 根 川 の 分 断

▲  分 断 さ れ た 温 泉 街 通 り と 利 根 川▲  到 着 感 と 自 然 の 魅 力 に 乏 し い 玄 関 口

空 き 家 化 と リ ノ ベ ー シ ョ ン に空 き 家 化 と リ ノ ベ ー シ ョ ン に
よ る 商 店 の 復 活よ る 商 店 の 復 活

温 泉 街 全 体 に 張 り 巡 ら さ れ た温 泉 街 全 体 に 張 り 巡 ら さ れ た
「 堰 」 と の 出 会 い「 堰 」 と の 出 会 い

か つ て は 下 駄 の 音 が 響 い た 横か つ て は 下 駄 の 音 が 響 い た 横
丁 ・ 路 地 の ネ ッ ト ワ ー ク丁 ・ 路 地 の ネ ッ ト ワ ー ク

●  変 化 に 富 ん だ 街 路 構 成 や 小 さ な 建 物 群●  川 が つ く っ た 豊 か な 地 形 と 安 定 し た 地 盤

温 泉 街 中 心 部 に お け る 水 辺 パ温 泉 街 中 心 部 に お け る 水 辺 パ
ブ リ ッ ク ス ペ ー ス の 不 足ブ リ ッ ク ス ペ ー ス の 不 足

湯 原 橋 か ら 北 に つ な が る 遊 歩湯 原 橋 か ら 北 に つ な が る 遊 歩
道 や 庭 園 の 存 在道 や 庭 園 の 存 在

道 の 駅 ・ 水 紀 行 館 前 に で き た道 の 駅 ・ 水 紀 行 館 前 に で き た
親 水 空 間親 水 空 間

旧 ひ が き 寮 な ど 地 元 住 民 の 愛旧 ひ が き 寮 な ど 地 元 住 民 の 愛
着 、 記 憶 の 場 の 発 掘着 、 記 憶 の 場 の 発 掘

お い で 祭 り や 湯 原 神 社 例 祭 をお い で 祭 り や 湯 原 神 社 例 祭 を
支 え る コ ミ ュ ニ テ ィ支 え る コ ミ ュ ニ テ ィ

小 学 校 ま で 尾 根 筋 に 連 な る 暮小 学 校 ま で 尾 根 筋 に 連 な る 暮
ら し の 場ら し の 場

●  動 き 始 め た 川 沿 い の 再 生 ●  尾 根 筋 に 並 ぶ 温 泉 街 コ ミ ュ ニ テ ィ の 場



水 上 温 泉 街 が 位 置 す る 清 水 街 道 は 地 形 が 極 め て 急 峻 で 雪 深 く 、 旧 新 治 村 が 位 置 す

る 三 国 街 道 の ほ う が 宿 場 町 を 有 す る 主 要 な 街 道 と し て 発 展 し た 。

江 戸 時 代 に 泉 源 が 発 見 さ れ 、 奥 利 根 の

湯 治 場 と し て 発 展 し た 。 主 に 周 辺 農 家

が 利 用 し て い た 。

明 治 期 に 利 根 川 左 岸 の 清 水 新 道 が 開 通

し た 。 温 泉 街 へ は 水 上 橋 を 渡 っ て 入 っ

て く る ル ー ト が 主 で あ っ た 。

明 治 時 代 、 温 泉 街 に 細 や か な 水 路 網 が

形 成 さ れ て い た 。 こ の 水 路 は 農 業 用 水

の 他 、冬 期 に は 流 雪 溝 と し て 利 用 さ れ 、

人 々 は 小 さ な 水 の 流 れ を 大 切 に し な が

ら 暮 ら し て き た 。

当 時 の 温 泉 街 の 主 要 道 は 現 在 と は 異 な

り 、 旧 一 葉 亭 敷 地 前 ( 水 上 郵 便 局 前 )

で 鍵 状 に 折 れ 曲 が っ て い た 。

上 越 線 の 電 化 と 賑 わ う 水 上 駅 前
大 型 化 し て ゆ く 川 沿 い の 旅 館 群

温 泉 街 通 り に 彩 り を 添 え る 芸 者 衆

お い で 祭 り で の 温 泉 街 通 り の 練 り 歩 き

旧 一 葉 亭 敷 地 内 で も 行 わ れ て い た お い
で 祭 り 。 お 祭 り 広 場 と し て 賑 わ っ た 。

◁ 昭 和 後 期 の 店 舗 や 旅 館 の 分 布 温 泉 街 の 大 規 模 低 未 利 用 建 物 の 分 布 ▷

昭 和 3 5 年 頃昭 和 3 5 年 頃

昭 和 3 9 年 頃昭 和 3 9 年 頃

昭 和 5 0 年 頃昭 和 5 0 年 頃

昭 和 6 1 年 頃昭 和 6 1 年 頃

水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き ② 　 繁 栄 と 衰 退

水 上 温 泉 街 の 骨 格 形 成
～ 明 治

隆 盛 を 極 め た 水 上 温 泉 街
昭 和 初 期 ～ 昭 和 中 期

湯 治 場 か ら 温 泉 街 へ

水 上 温 泉 は 昭 和 初 期 の 上 越 線 開

通 以 降 急 速 に 発 展 し 、 奥 利 根 の

湯 治 場 か ら 関 東 の 奥 座 敷 と し て

名 高 い 温 泉 地 と な っ た 。 温 泉 旅

館 の 建 設 が 進 み 、 農 村 集 落 の 面

影 は 失 わ れ て い っ た 。

温 泉 “ 街 ” の 賑 わ い

昭 和 3 0 年 代 頃 、 温 泉 街 通 り は

飲 食 店 な ど が 建 ち 並 び 、 多 く の

人 で 賑 わ い 、 更 に 芸 者 衆 が 華 を

添 え た 。 当 時 を 知 る 住 民 に よ れ

ば 、「 夜 に 窓 を 開 け る と 下 駄 の 音

が 響 い て い た 。」「 路 地 の 方 ま で

人 が 歩 い て い た 。」 と い う 。

旅 館 の 大 型 化 と 廃 墟 化
昭 和 後 期 ～ 平 成

旅 館 の 大 型 化 と 囲 い 込 み

高 度 成 長 期 以 降 、 上 越 新 幹 線 開 通

に よ る 東 京 か ら の ア ク セ ス 性 向

上 、 好 景 気 に よ る 団 体 旅 行 客 増 加

に よ り 主 要 な 宿 泊 施 設 は 大 規 模 化

し 、 飲 食 か ら レ ジ ャ ー ま で 旅 館 内

で 完 結 す る よ う な 形 態 へ と 変 化

し 、 人 々 が 温 泉 街 に 出 歩 か な く

利 根 川 を 塞 い で し ま っ た 旅 館 群

利 根 川 は か つ て 、 山 か ら 丸 太 を 流

す ・ お 神 輿 を 担 い で 入 る ・ 舟 で 遊

ぶ な ど 、 地 域 の 人 々 の 豊 か な 生 活

空 間 で あ っ た 。 川 沿 い の 景 観 を 独

占 す る よ う に 建 て ら れ た 大 型 旅 館

に よ っ て 、 温 泉 街 か ら 水 音 や 眺 め

が 感 じ ら れ な く な っ て し ま っ た 。

旅 館 の 廃 墟 化 と 温 泉 街 の 衰 退

バ ブ ル 崩 壊 以 降 、 宿 泊 客 減 少 や 観

光 ス タ イ ル の 団 体 旅 行 か ら 個 人 旅

行 へ の 移 行 な ど の 変 化 に 対 応 で き

な か っ た 多 く の 旅 館 は 平 成 の う ち

に 廃 業 に 追 い 込 ま れ 、廃 墟 化 し た 。

同 時 に 、 店 舗 が 建 ち 並 び 多 く の 人

が 歩 い て い た 温 泉 街 通 り の 賑 わ い

も 失 わ れ て し ま っ た 。

こ の こ と は い ま 、 全 国 の 温 泉 地 で

見 ら れ る 課 題 で あ る 。
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水 上 温 泉 街水 上 温 泉 街

農 業 ・ 養 蚕農 業 ・ 養 蚕

農 業農 業

宿 場 町宿 場 町

穏 や か な 三 国 街 道穏 や か な 三 国 街 道
( 旧 新 治 村 エ リ ア )( 旧 新 治 村 エ リ ア )

急 峻 な 清 水 街 道急 峻 な 清 水 街 道
( 旧 水 上 町 エ リ ア )( 旧 水 上 町 エ リ ア )

対 比 的 な 2 つ の 街 道 筋

利 根 川 と 温 泉 街 を 隔 て る 温 泉 旅 館 群

飲
食
店
・
物
販
店
・
サ
ー
ビ
ス

大
規
模
低
未
利
用
建
物

温
泉
旅
館

地 形 ・ 川 ・ 街 道 ・ 堰 が つ く っ た ま ち の 原 型

現 在 も 温 泉 街 を 流 れ る 水 路

0m 50m 100m

N
200m100m0m

旧 一 葉 亭

明 治 期 昭 和 後 期 平 成 末 期0m 50m 100m
N N

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト



リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り の 進 展

産 官 学 金 の 連 携 と 廃 墟 再 生 マ ル シ ェ

2 0 2 1 年 、 産 官 学 金 包 括 連 携 協 定 が 締 結 。

温 泉 街 で は 、新 た な 旅 館 の 開 業 も 見 ら れ る

中 、今 後 、大 規 模 低 未 利 用 建 物 の 連 鎖 的 再

生 が 求 め ら れ て お り 、 旧 一 葉 亭 の 再 生 は 、

そ の モ デ ル 事 業 と な る こ と が 期 待 さ れ て

い る 。産 官 学 金 に よ る 廃 墟 再 生 プ ロ ジ ェ ク

ト で は 、そ の 先 鞭 と し て 2 0 2 2 年 よ り 「 廃

墟 再 生 マ ル シ ェ 」 を 開 催 し て い る 。

移 住 者 希 望 者 の 増 加 と そ の 受 け 皿 の 不 足

近 年 、 み な か み の 豊 か な 自 然 や 東 京 か ら 近 い と い う 立 地 に

魅 力 を 感 じ 、 二 地 域 居 住 や 移 住 の 希 望 者 が 増 加 し て い る 。

一 方 で 、 そ れ ら の 希 望 者 を 受 け 入 れ る 住 ま い や 、 暮 ら し を

支 え る 施 設 は ま だ 整 っ て い る と は 言 え ず 、 そ の 整 備 が 急 務

と な っ て い る 。

温 泉 街 の 再 生 に 向 け た 4 つ の ス タ イ ル

S T Y L E  1 　 S T Y L E  2

S T Y L E  3 　 S T Y L E  4 　

水 音ととも に 歩 む ユ ネスコエ コ パ ー クに 参 加 する

まち に 時 間 的 蓄 積 を 見 出 す ひ らか れ た 5 つ のヒロ バ か ら 始 め る

2 0 1 7 年 か ら 始 ま っ た 水 上 温 泉 リ ノ ベ ー

シ ョ ン ま ち づ く り 事 業 で は 、順 調 に そ の 取

り 組 み が 進 展 し 、 温 泉 街 通 り 沿 い を 中 心

に 、多 く の 再 生 物 件 が 誕 生 し 、温 泉 街 の 賑

わ い 創 出 に 貢 献 し て い る 。 旧 書 店 を 改 装 し た カ フ ェ

ま ち に 蓄 積 さ れ た こ れ ま で の 歴 史 や こ れ か ら の 社 会 変 化 を 踏 ま え 、 ま ち づ く り の 主 体 と も ま ち を 訪 れ る 人

と も 共 有 し た い 、 4 つ の ま ち づ く り 及 び 滞 在 の ス タ イ ル を 提 案 す る 。

2 0 2 2 年 ミ ニ 廃 墟 再 生 マ ル シ ェ

2 0 2 3 年 廃 墟 再 生 マ ル シ ェ

宿 泊 ・ コ ワ ー キ ン グ 施 設 　 ほ と り

B E F O R E A F T E R

B E F O R E A F T E R

B E F O R E A F T E R
車が少なく歩きやすい温泉街

利根川との多様な距離

堆肥を
植林に活用

堆肥を
特産品の農地に活用

排熱で
農産物を生産

湧水を温泉に

山林 旧一葉亭 温泉街 農地

木質バイオマス
で加温

地域の特産品を
レストランに

木材の回収

木材のアップサイクル

エネルギーの循環

材料の循環

食の循環

旧一葉亭

温泉街

明治期 上越新幹線開通 バブル崩壊

農村集落の営み

温泉街の隆盛

裏路地界隈での文化の芽生え

リノベまちづくりによる再生

統合・増改築による拡大

再生に向けた活用の動き

利 根 川 と の 多 様 な 距 離 を 創 り 出 す
車 を 減 ら す プ ラ ン ニ ン グ

渓 流 沿 い の 大 自 然 を 楽 し む
川 音 を 聞 き な が ら 温 泉 街 を 歩 く

エ ネ ル ギ ー ・ 材 料 ・ 食 な ど の 循 環 を
感 じ ら れ る プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る

自 然 と 触 れ 合 い 、 循 環 を 体 感 す る

マ ス ツ ー リ ズ ム の ス ト ッ ク を 生 か す
歴 史 の 蓄 積 を 感 じ ら れ る 界 隈 と 繋 ぐ

来街者側 往 時 を 偲 び 味 わ い あ る 空 間 を 楽 し む
温 泉 街 の 多 様 な 界 隈 で 文 化 を 感 じ る

ま ず は 玄 関 と な る ヒ ロ バ を 整 備 す る
み な か み ら し い 自 然 と 共 に 出 迎 え る

駅 や バ ス 停 を 降 り る と ヒ ロ バ が あ る
ヒ ロ バ に 車 を 停 め 温 泉 街 へ 歩 き 出 す

まちづくり側

コンクリートと車ではなく、森・山・水・花で人を出迎える

来街者側

まちづくり側

来街者側

まちづくり側

来街者側

まちづくり側
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水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き ③ 　 再 生 と 展 望

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト

現 在

温 泉 街 再 生 の 兆 し と 産 官 学 金 に よ る ま ち づ く り
将 来

ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク に 貢 献 す る 温 泉 街 を 目 指 し て



温 泉 街 を 訪 れ る 人 を 出 迎 え る 5 つ の ヒ ロ バ

交 通 動 線 上 、温 泉 街 の 玄 関 口 と し て の 役 割 を 持 つ は ず の「 水 紀 行 館・清 流 公 園 周 辺 」「 観 光 会 館・社 会 体 育 館 周 辺 」

「 旧 一 葉 亭・温 泉 公 園 周 辺 」「 忠 霊 塔 公 園・旧 蒼 海 ホ テ ル 周 辺 」「 水 上 駅・S L 広 場 周 辺 」に は 、そ れ ぞ れ 一 定 の オ ー

プ ン ス ペ ー ス は あ る も の の 、 周 辺 に 駐 車 場 や 低 未 利 用 建 物 が 多 く あ り 、 到 着 感 を 感 じ づ ら い 場 と な っ て い る 。

こ れ ら を 「 5 つ の ヒ ロ バ 」 と 定 め 、 既 存 オ ー プ ン ス ペ ー ス の 魅 力 を 高 め る こ と は も ち ろ ん 、 廃 墟 や 公 共 施 設 を 再 編 し 、

川 へ ひ ら き 、駐 車 場 を 含 め た 交 通 空 間 を み ど り で 包 む こ と で 、こ れ か ら の 水 上 温 泉 街 ら し い「 ヒ ロ バ 」づ く り に 取 組 む 。

温 泉 街 の 玄 関 口 と し て 人 々 を 出 迎 え 、 駐 車 場 を 分 散 さ せ 、 様 々 な 水 の 体 験 を つ く り だ し 、 回 遊 性 を 高 め る 効 果 を 持 つ 。

温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略

0m 100m 200m
N

飲 食 店 や 遊 技 場 が 軒 を 連 ね る ま ち飲 食 店 や 遊 技 場 が 軒 を 連 ね る ま ち

利 根 川 に 沿 っ た利 根 川 に 沿 っ た
温 泉 街 と 駅 を つ な ぐ 桟 敷 空 間温 泉 街 と 駅 を つ な ぐ 桟 敷 空 間 鉄 道 の 町 の 履 歴 が 残 る鉄 道 の 町 の 履 歴 が 残 る

駅 前 界 隈駅 前 界 隈

ヒ ュ ー マ ン ス ケ ー ル なヒ ュ ー マ ン ス ケ ー ル な
裏 路 地 界 隈裏 路 地 界 隈

利 根 川 に 入 れ る利 根 川 に 入 れ る
親 水 空 間親 水 空 間

文 化 施 設 が 集 ま る エ リ ア文 化 施 設 が 集 ま る エ リ ア
利 根 川

阿 能 川

温 泉 街 通 り温 泉 街 通 り

湯 原 橋
湯 原 橋

旧 ひ が き 寮旧 ひ が き 寮

◀️ 諏 訪 峡 へ◀️ 諏 訪 峡 へ

水
上
橋

水
上
橋

水 紀 行 館水 紀 行 館

観 光 会 館観 光 会 館

社 会 体 育 館社 会 体 育 館

水 上 駅水 上 駅

忠 霊 塔 公 園忠 霊 塔 公 園

S L 広 場S L 広 場
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水 に 触 れ 、 ア ク テ ィ ビ テ ィ の
拠 点 と な る ヒ ロ バ
諏 訪 橋 の 景 観 を 満 喫 で き る 清 流 公 園 の 機 能 を 拡 充 し 、
利 根 川 の 恵 を 存 分 に 感 じ ら れ る 親 水 空 間 を 作 り 出 す 。

水 紀 行 館 ・ 清 流 公 園 周 辺 地 域 の 暮 ら し を 支 え る 、
温 泉 街 を 望 む ヒ ロ バ
幹 線 道 路・バ ス 停 沿 い に あ り 、 温 泉 街 全 体 を 臨 め る
こ の エ リ ア に お い て 、更 新 期 を 迎 え た 観 光 会 館 と 社
会 体 育 館 を 、ラ イ ブ ラ リ や 支 所 機 能 、ス ク ー ル バ ス
の 停 留 所 も 兼 ね 備 え た ヒ ロ バ に 再 編 す る 。

観 光 会 館 ・ 社 会 体 育 館 周 辺

橋 詰 か ら 川 床 ま で 、水 辺 の 居 場 所 が 連 な る ヒ ロ バ

利 根 川 の 渓 畔 林 沿 い に あ る 立 地 を 生 か し 、 多 様 な 水 辺 と
の 関 係 性 を 生 み 出 す こ と で 、 湯 原 橋 か ら 忠 霊 塔 公 園 ま で
を 一 体 で 楽 し め る よ う な ヒ ロ バ 空 間 を 創 出 す る 。

忠 霊 塔 公 園 ・ 旧 蒼 海 ホ テ ル 周 辺

待 合 空 間 と 歩 行 者 優 先 空 間 が 連 続 す る ヒ ロ バ

駅 前 に は 車 の た め の 広 場 が 広 が る 現 状 か ら 、 近 く に あ る
S L 広 場 と の 連 携 を 強 化 し 、 温 泉 街 に 電 車 で 訪 れ る 人 た
ち の 玄 関 口 と し て 、よ り 人 の た め の ヒ ロ バ に 育 て て い く 。

水 上 駅 ・ S L 広 場 周 辺

利 根 川 と 温 泉 街 通 り を つ な ぎ
温 泉 街 の セ ン ト ラ ル パ ー ク と な る ヒ ロ バ
水 上 橋 か ら 続 く 渓 流 沿 い の 魅 力 を 歩 き な が ら 楽 し め る 遊 歩 環
境 と 地 域 の 催 し を 受 け 入 れ る ス ペ ー ス を 設 え 、 温 泉 街 通 り へ
と 繰 り 出 す 拠 点 と な る ヒ ロ バ を 作 り 出 す 。

旧 一 葉 亭 ・ 温 泉 公 園 周 辺

清 流 公 園清 流 公 園

温 泉 公 園温 泉 公 園

旧 一 葉 亭旧 一 葉 亭

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト
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プール跡

N

0 50M 第 二 別 館本 館

新 本 館第 一 別 館

新 館

エ ネ ル ギ ー セ ン タ ー

6 . 自然とのコントラスト 7. 二度と新築できない立地 8. 増改築による多様さと奥性

緑 と  融 け あ う よ う な 建 築 や 、 フ レ ー ミ ン
グ に よ る  際 立 ち な ど 、 構 造 物 と 自 然 物 の
対 比 や 共 存 こ そ が 印 象 的 で あ る 。

河 川 法 や 条 例 に よ り 新 築 が 認 め ら れ な い 河
川 区 域 へ の 迫 り 出 し 。 古 い 建 築 物 な ら で は
の 川 と の 豊 か な 関 係 性 を 持 つ 。

ホ テ ル 増 改 築 の 歴 史 と 川 沿 い の 豊 か な
地 形 が 立 体 的 な 奥 行 と 迷 路 性 の あ る 空
間 を 生 み 出 し て い る 。

当時群馬県初の
「 鉄 筋 6 階 建 て
でエレベーター
の つ い た 旅 館 」
として完成。最
上 階 に は 全 面
ガラス張りの浴
場、屋上に展望
塔もあった。

正面玄関、メイ
ンロビーがある
他、大厨房など
ホテルの心臓部
を 担 っ て い た。
屋上からは谷川
岳を美しく見晴
らせる。

半 地 下 の 大 ス
パン空間（宴会
場）を残して減
築 済。2 階 は 温
泉 街 通 り と ほ
ぼ同一レベル。

2 . 谷川岳を望める敷地南側

3. ポテンシャルある温泉街駐車場

4. 豊かな地形（自然・人工）

5. 渓畔林との隣接と分断

1. 街路が集まる

14 15

街 路 パ タ ー ン を 分 析 す る と 、 多 く の 街 路 が こ の
敷 地 に 集 ま る 。 高 い ア ク セ ス 性 を も ち 、 温 泉 街
に と っ て の 「 セ ン ト ラ ル パ ー ク 」「 共 有 庭 」 の よ
う な 役 割 が 期 待 で き る 。

南 北 に 長 い 敷 地 形 状 を
生 か す と 、 こ の 敷 地 の
南 側 は 谷 川 岳 を 北 北 西
方 向 に は っ き り と 望 む
絶 好 の ビ ュ ー ポ イ ン ト
と な る 。

温 泉 街 通 り か ら 奥 ま っ た 景 観 上 有 利 な 立 地
で 、 祭 り 時 は 飲 食 会 場 に も な る 。 ま ち 歩 き
の 起 点 に な る 他 、 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 と 温 泉
公 園 ・ 水 上 橋 を つ な ぐ 重 要 な 役 割 を 持 つ 。

良 好 な 渓 畔 林 が 保 全 さ れ て い る も の の 、 人 間 の 居 場 所
と 渓 畔 環 境 が 混 じ り 合 っ て い な い 。 両 者 の 境 を 曖 昧 に
し 、渓 流 に 最 も 近 づ け る 場 所 と い う 強 み を 生 か し た い 。

旧 庭 園 へ と 下 る 地 形 や 、 増 改 築
の 名 残 と し て の 段 差・擁 壁 な ど 、
独 特 な 土 地 の 履 歴 が 残 る 。

旧 庭 園 へ と 下 る
地 形 や 、 増 改 築
の 名 残 と し て の
段 差 ・ 擁 壁 な
ど 、 独 特 な 土 地
の 履 歴 が 残 る 。

敷 地 内 で は 最 も
古 く か つ 最 も 利
根 川 に 迫 り 出 し
て い る 。 か つ て
は 和 風 の 屋 根 を
冠 し て い た よ う
で 、 浴 場 が 置 か
れ た 時 代 も 。

川 に 迫 っ て 建 つ
旧 古 家 ホ テ ル の
客 室 棟（ 後 に ひ
が き ホ テ ル 寮 ）
で 特 徴 的 な 意 匠
を 持 つ。1 階 は
かつて大浴場で、
後 に 熱 源 機 械 室
に転用された。

旧「古家ホテル」
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戦前まで 1950年代～ 1970年代～
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2017年～

旧「一葉亭」
旧「ひがきホテル」

戦 前 ま で 1 9 5 0 年 代 〜 1 9 7 0 年 代 〜 2 0 1 7 年 〜
古 家 は 明 治 初 期 創 業 の 温 泉 街 で
も 最 も 古 い 旅 館 の 一 つ 。 戦 時 中
は 疎 開 児 童 を 多 数 受 け 入 れ た 。

観 光 地 開 発 が 進 み 、 東 京 ホ テ ル
が 現 在 の 第 二 別 館 付 近 に 、 ひ が
き ホ テ ル が 新 館 付 近 に 誕 生 。

ひ が き ホ テ ル は 水 上 温 泉 街 最 大
級 の 温 泉 旅 館 と な り 、 旧 東 京 ホ
テ ル・旧 古 家 ホ テ ル 敷 地 を 統 合 。

旧 ひ が き ホ テ ル 廃 業 後 、 建 物 の
一 部 を 利 活 用 す る 形 で「 一 葉 亭 」
が オ ー プ ン 。 2 0 1 9 年 閉 業 。

旧「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き ① 　 土 地 の 履 歴 と 特 徴

谷川岳

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト



1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト
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産 官 学 金 で は 、 2 0 2 2 . 6 . 2 2 お よ び 2 0 2 3 . 6 . 2 に 地 元 湯 原 区 の 住 民 の 皆 様 と 模 型 を 囲 ん だ 意 見 交 換 会 を 行 っ た 。 そ の 他 に も 、 定 期 的 に 関 係 者 で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン や 地 元 事 業 者 の 方 々 へ の ヒ ア

リ ン グ を 行 い 、 地 域 の 声 を 受 け 取 り な が ら コ ン セ プ ト や ア イ デ ア を 検 討 し て き た 。 下 の 図 は 、 こ れ ま で に 得 ら れ た 旧 一 葉 亭 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト に 対 す る ニ ー ズ や 期 待 を 整 理 し た も の で あ る 。

柔軟な発想の駐車場計画を

温泉街に出歩いてもらう仕掛けを

子どもや親子連れ目線での計画を

みなかみの木の魅力を伝えられる場所に

山を望む視点場を大切に

敷地に残っているものを活用して

昔はここで宴会をしていたのが懐かしい。

温泉街のシンボルになる広場を

温泉街通りに灯りをともしてほしい

対岸を意識したデザインに

川が近づくような感覚に

規模はなるべくコンパクトに

川・水・湯・雪・堰を生かして

長期滞在を支える機能を

「
ま
ち
」
と
の
関
係

「
サ
イ
セ
イ
」

「
し
げ
ん
」
と
の
関
係

「
と
お
り
」
と
の
関
係

「
ヒ
ロ
バ
」

「
か
わ
」
と
の
関
係

旧「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き ② 　 意 見 交 換 会 と 地 元 の ニ ー ズ



水 上 温 泉 街 及 び 旧 「 一 葉 亭 」 の 読 み 解 き を 踏 ま え る と 、 敷 地 の デ ザ イ ン に お い て は 、 温 泉 街 の 中 心 と し て の 「 ヒ ロ バ 」

と 敷 地 に 蓄 積 さ れ た 価 値 の「 サ イ セ イ 」を 基 本 に 置 く こ と が 大 切 だ と 言 え る 。 そ し て 、「 か わ 」「 と お り 」「 ま ち 」「 し げ ん 」

と い う こ の 敷 地 を 取 り 巻 く 4 つ の 周 辺 要 素 に 対 し て は 、 ＜ 領 域 を ひ ろ げ る ＞ ＜ 細 や か に つ な が る ＞ ＜ も っ と 長 く 遊 べ

る ＞ ＜ あ る も の を 活 か す ＞ と い う 方 針 を 持 っ て 、 関 係 性 を デ ザ イ ン し て い く こ と が 重 要 と な る 。

か わ
< 領 域 を ひ ろ げ る >

ヒ ロ バ
温 泉 街 通 り と 利 根 川 、 建 物 外 町 を つ な ぐ ヒ ロ バ を 中

心 と し た プ ラ ン ニ ン グ を 行 う 。 隣 接 駐 車 場 や 建 物 ま

わ り も 、 積 極 的 に 自 然 と の 繋 が り を 見 出 し 、 柔 軟 に

地 域 に 開 く こ と で 、 魅 力 あ る 玄 関 口 を つ く る 。

サ イ セ イ
今 こ こ に あ る も の を 活 用 し 、 新 し い も の を 織 り 交 ぜ

る こ と で 、 こ こ に し か な い 価 値 を 生 み 出 し て い く 。

一 連 の 再 生 プ ロ セ ス に 関 わ り し ろ を 多 く 作 り 、 地 域

の 文 脈 や 完 成 後 の 愛 着 を 深 め る こ と を 大 切 に す る 。

し げ ん
< あ る も の を 活 か す >< あ る も の を 活 か す >

と お り
< 細 や か に つ な が る >

ま ち
< も っ と 長 く 遊 べ る >

敷 地 の デ ザ イ ン
関 係 の デ ザ イ ン

敷 地 の デ ザ イ ン

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト

デ ザ イ ン の
コ ン セ プ ト

18 19
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川 に 近 づ き 、 潤 い を 享 受 す る

利 根 川 沿 い の 立 地 を 活 か し 、 周 辺 環 境 と の 調 和 を 図 り な が ら 川 に 最 大 限 近 づ く こ と で 、 敷 地 内 外 か ら 雄 大

な 景 観 や 川 音 、 川 風 を 楽 し め る よ う に す る 。 ま た 界 隈 に 存 在 す る 多 様 な 形 態 の 水 と 合 わ せ て 温 泉 街 全 体 で

水 の 恵 み を 五 感 で 享 受 で き る よ う に す る 。

地 形 に 寄 り 添 い 、 地 中 環 境 ま で を 大 事 に す る

利 根 川 が 削 り だ し た 自 然 地 形 と 、 そ の 上 に 重 ね ら れ た 躯 体 や 擁 壁 に よ る 人 工 的 な 地 形 の 両 方 の 履 歴 を 読 み

解 き 、 そ の 文 脈 に 寄 り 添 う 。 ま た 豊 か な 渓 畔 林 を 活 か し 、 更 に 地 中 に 水 を 浸 潤 さ せ る よ う な 地 表 面 の デ ザ

イ ン を 行 い 、 利 根 川 に き れ い な 水 を 送 り 出 す こ と で 、 こ の 敷 地 は 渓 流 環 境 の 一 部 に 融 け 込 む 。

4 つ の
再 生 デ ザ イ ン
そ の 1

か わ
＜ 領 域 を ひ ろ げ る ＞

長 い 時 間 を か け て 利 根 川 が 育 ん で き た 自 然 環 境 、 ま ち 、 人 と を つ な ぎ 直 す 。 温 泉 街 の 発 展 に 伴 い 、 水 上 峡 に 沿 っ て 数 々

の 大 型 旅 館 が 建 ち な ら び 、 川 と ま ち を 隔 て る 壁 が で き て し ま っ た 。 利 根 川 に 対 す る 空 間 作 法 を 丁 寧 に 見 つ め 直 し 、 川 を

慈 し み 、 川 の 恵 み を 享 受 す る 関 係 性 を 取 り 戻 す モ デ ル と し て 、 今 回 の プ ロ ジ ェ ク ト を 考 え る 。

関 係 の
デ ザ イ ン

20 21

川に最も近づける空間を最大限活かす川に最も近づける空間を最大限活かす

ファサードに変化をつけるファサードに変化をつける

周囲に調和する建物スケール周囲に調和する建物スケール

川からの風を引き込む川からの風を引き込む

過度に飛び出さない開発過度に飛び出さない開発

夜景を妨げない照明夜景を妨げない照明

スカイラインを意識した建物高さスカイラインを意識した建物高さ

屋上の利用の工夫屋上の利用の工夫

セットバックセットバック

川音を温泉街まで届ける川音を温泉街まで届ける 利根川の水と利根川が育んだ恵みを味わう利根川の水と利根川が育んだ恵みを味わう

敷地から水上橋までを歩きたくなる道に敷地から水上橋までを歩きたくなる道に

温泉街と利根川を繋ぐ温泉街と利根川を繋ぐ

川への視線に加え、川からの視線を大事にする川への視線に加え、川からの視線を大事にする

水路の冷たい水、やわらかい温泉に触れる水路の冷たい水、やわらかい温泉に触れる

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト
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4 つ の
再 生 デ ザ イ ン
そ の 1

と お り
＜ 細 や か に つ な が る ＞

か つ て の 温 泉 街 通 り は 多 く の 旅 行 客 が 行 き 交 い 、 多 く の お 店 が 軒 を 連 ね て い た が 、 現 在 で は 歩 行 者 が 車 に 追 い や ら れ て

し ま っ て い る 。 表 通 り か ら 一 本 入 っ た 所 に 広 が る 路 地 の 面 白 さ や 、 縦 横 に 伸 び る 水 路 な ど を 活 か し な が ら 、 か つ て の そ

ぞ ろ 歩 き の 風 景 を 取 り 戻 し 、 温 泉 街 全 体 に 賑 わ い を 取 り 戻 し た い 。

関 係 の
デ ザ イ ン

温 泉 街 通 り と つ な が る 多 様 な 動 線

敷 地 と 温 泉 街 通 り を 緩 や か に 接 続 す る ヒ ロ バ や 、 通 り を 挟 ん だ 路 地 に 導 か れ る よ う な 動 線 を 設 置 し て い く

こ と で 、 建 物 の 利 用 者 が ま ち へ 繰 り 出 し て い く よ う な 仕 掛 け を 行 う 。

こ ま や か な 沿 道 空 間 を つ く る

周 辺 に 位 置 す る 店 や 公 園 と 連 携 し た り 、 そ の 役 割 を 後 押 し す る よ う に 、 温 泉 街 通 り を 歩 い て 楽 し め る よ う

に す る 機 能 を 配 置 し 、 周 辺 の 路 地 空 間 の ス ケ ー ル と 呼 応 し た 沿 道 空 間 の 整 備 を 行 っ て い く 。

22 23

通りを行く人が谷川岳や通りを行く人が谷川岳や
周辺の山々への眺望を得る周辺の山々への眺望を得る

夜も賑わい、明かりがともる夜も賑わい、明かりがともる

小さなスケール感で呼応する小さなスケール感で呼応する

通りに余裕を持たせる中間領域通りに余裕を持たせる中間領域
植栽による空間づくり植栽による空間づくり

通りの気配を感じられるヒロバ通りの気配を感じられるヒロバ

利根川沿いまで回遊できる動線利根川沿いまで回遊できる動線

路地へと人の流れを接続する動線路地へと人の流れを接続する動線

居心地がよく居心地がよく
歩きたくなる温泉街通り歩きたくなる温泉街通り

休んだり、話したりできる休んだり、話したりできる
街角の椅子、ファニチャー街角の椅子、ファニチャー

通りと一体的な通りと一体的な
賑わい空間となる一葉亭敷地賑わい空間となる一葉亭敷地

人だまりの出来る人だまりの出来る
一体的なまちかど利用一体的なまちかど利用

東西に広がる魅力ある路地東西に広がる魅力ある路地

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト
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4 つ の
再 生 デ ザ イ ン
そ の 1

ま ち
＜ も っ と 長 く 過 ご せ る ＞

関 係 の
デ ザ イ ン

多 様 な 滞 在 を 支 え る

水 上 温 泉 街 に は 、 従 来 の 観 光 を 目 的 と し た 短 期 滞 在 に 留 ま ら な い 、 移 住 に 向 け た 中 長 期 滞 在 や 二 拠 点 居 住

と い っ た 潜 在 的 な ニ ー ズ が あ る 。 そ れ ら を 受 け 入 れ る 空 間 と 仕 組 み を 用 意 す る こ と で 新 し い 滞 在 の 在 り 方

を 支 え る 。

み な か み の 多 様 な ア ク テ ィ ビ テ ィ へ と 繰 り 出 す 拠 点 と な る

24 25

移住の下見に泊まってみよう。移住の下見に泊まってみよう。

裏路地にもこんなに裏路地にもこんなに
面白い場所があるんだ。面白い場所があるんだ。

街にはたくさんの街にはたくさんの
素敵なお店があるね。素敵なお店があるね。

ここも泊まれるんだ。ここも泊まれるんだ。

今度ここの広場で今度ここの広場で
お祭りがあるんだって。お祭りがあるんだって。

走り回れて楽しい！走り回れて楽しい！

谷川岳がよく見えるね。谷川岳がよく見えるね。

どこに行ってみようか。どこに行ってみようか。

車を停めて車を停めて
街を歩いてみよう。街を歩いてみよう。

利根川沿いも行ってみたいね。利根川沿いも行ってみたいね。

源流のまちで採れた食材を源流のまちで採れた食材を
買って帰って料理しよう。買って帰って料理しよう。

子どもと自然の中で遊べていいな。子どもと自然の中で遊べていいな。

夏は川遊び、冬はスキーが楽しめる。夏は川遊び、冬はスキーが楽しめる。

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト

こ こ は 、 ス キ ー や 登 山 を は じ め と し て 、 季 節 ご と に 変 わ る 利 根 川 源 流 地 域 の 様 々 な ア ク テ ィ ビ テ ィ や 温 泉

街 の 身 近 な ア ク テ ィ ビ テ ィ へ と 人 々 を 繋 げ る 窓 口 と な る 。 温 泉 街 を 巡 り 、 遊 ぶ き っ か け を つ く り 、 宿 泊 者

の 活 動 を ま ち へ 開 い て い く 。

滞 在 の 在 り 方 は 多 様 化 し 、 よ り 「 観 光 」 に 留 ま ら ず 「 地 元 体 験 」「 暮 ら し 」 を 求 め る 人 々 が 増 え て き て い る 。 し か し 、

温 泉 街 に 「 住 」 が 不 足 し て い る と い う 課 題 も あ る 。 こ の 敷 地 を 観 光 と 暮 ら し を つ な ぐ よ う な “ う つ わ ＝ 遊 ぶ よ う に 暮 ら

す た め の 拠 点 ” と し て 整 え 、 新 た な ラ イ フ ス タ イ ル を 提 案 し て い く 。
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4 つ の
再 生 デ ザ イ ン
そ の 1

し げ ん
＜ あ る も の を 活 か す ＞

環 境 先 進 都 市 み な か み に お い て 、持 続 可 能 な 温 泉 街 を 考 え る 際 に 資 源 循 環 の 視 点 は 欠 か せ な い 。 資 源 循 環 は 敷 地 内 で 閉

じ る こ と は な く 、温 泉 街 、そ し て 町 全 体 へ と つ な が っ て い る 。温 泉 街 の 遺 産・利 根 川 を は じ め と す る 豊 か な 自 然 を 活 か し 、

こ の 地 な ら で は の 循 環 圏 を 生 み 出 す 第 一 歩 と な る 施 設 が 求 め ら れ る 。

関 係 の
デ ザ イ ン

「 循 環 を 実 感 で き る 体 験 」 を 提 供 す る

木 材 や エ ネ ル ギ ー 、 食 材 な ど が 循 環 す る よ う な 仕 組 み を 取 り 入 れ る こ と で 、 み な か み に 存 在 す る 資 源 を 活

か す と と も に 、 こ こ を 訪 れ た 人 々 が そ の 資 源 の 流 れ を 実 感 で き る よ う な 体 験 を 提 供 す る 工 夫 を 行 う 。

周 辺 を 巻 き 込 ん だ 大 き な 循 環 を 目 指 す

地 域 と 協 働 す る 循 環 の 拠 点 と し て 木 材 の カ ス ケ ー ド 利 用 や 雪 、 温 泉 と い っ た 環 境 資 源 の 循 環 利 用 を 推 進 す

る 。 こ こ は 循 環 の 結 節 点 と な り 、 温 泉 街 の 遺 産 や 空 き 家 を 資 源 と し て 捉 え 直 し た り 、 周 辺 の 自 然 資 源 を 活

用 し た り す る こ と で 、 敷 地 を 超 え た ロ ー カ ル フ ァ ー ス ト な 循 環 を 目 指 す 。

温泉排熱や木質バイオマス、温泉排熱や木質バイオマス、
雪のエネルギーを利用する雪のエネルギーを利用する

温泉街で出た生ごみを温泉街で出た生ごみを
使ったコンポスト使ったコンポスト

空き家の解体資材の再利用空き家の解体資材の再利用 エディブルガーデンエディブルガーデン

間伐材の利用間伐材の利用

1 - 1 　 み な か み ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 水 上 温 泉 街1 　 コ ン セ プ ト ブ ッ ク 1 - 2 　 水 上 温 泉 街 の 読 み 解 き 1 - 3 　 温 泉 街 再 生 に 向 け た 空 間 戦 略 1 - 4 　 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 読 み 解 き 1 - 5 　 デ ザ イ ン の コ ン セ プ ト
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ア イ デ ィ ア 集

2
I D E A S

こ の ア イ デ ィ ア 集 は 、 東 京 大 学 大 学 院 都 市
デ ザ イ ン 研 究 室 の 学 生 た ち が 中 心 と な っ て
作 成 し た 。 地 元 住 民 の 方 々 ・ 地 元 事 業 者 の
方 々 ・ 産 官 学 金 関 係 者 と じ っ く り と 議 論 を
重 ね た 上 で 、 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地 の 将 来 的 な
デ ザ イ ン ・ 使 い 方 を 提 案 と し て ま と め た も
の で あ る 。
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旧「 一 葉 亭 」 再 生 　 鳥 瞰 ア イ デ ィ ア パ ー ス

30 31



朝 か ら 夜 ま で / 長 時 間 滞 在朝 か ら 夜 ま で / 長 時 間 滞 在子 ど も が 遊 べ る子 ど も が 遊 べ る 駐 車 場 も 広 場 の よ う に駐 車 場 も 広 場 の よ う に

谷 川 岳 へ の 視 点 場 の あ る 広 場谷 川 岳 へ の 視 点 場 の あ る 広 場再 生 建 物 と 広 場 を 連 続 的 に再 生 建 物 と 広 場 を 連 続 的 に

低 層 部 は 飲 食 店 な ど の 用 途 と と も に
開 放 的 な 空 間 と す る こ と で 、 誰 も が
訪 れ や す い 空 間 を つ く る 。

ヒ ロ バ を 中 心 と し た プ ラ ン ニ ン グ
2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン

こ の 敷 地 に は 温 泉 街 通 り に 面 し 多 く の 街 路 が 集 ま る 。 中 心 の ヒ ロ バ と そ れ を 囲 む 様 々 な 場 一 帯 が 街 路

と 繋 が る オ ー プ ン な 場 所 に な る こ と で 誰 も が 立 ち 寄 る 温 泉 街 の 顔 、セ ン ト ラ ル パ ー ク を つ く っ て い く 。

親 子 が 一 緒 に く つ ろ げ た り 、 一 人 に
な っ て 休 ん だ り 、 長 時 間 滞 在 で き る
居 場 所 を つ く る 。

地 形 の 起 伏 や 木 々 、 水 場 な ど 子 ど も
の 遊 び 場 を 備 え 、 子 ど も が 遊 び や す
い 環 境 を つ く っ て い く 。

マ ル シ ェ や お 祭 り の 開 催 な ど 、 駐 車
場 を 柔 軟 な 利 用 を 可 能 に す る イ ン フ
ラ と 仕 組 み を 整 え る 。

高 層 階 で は な く ア イ レ ベ ル か ら 谷 川 岳
を 望 め ら れ る よ う な 視 点 場 を 広 場 に 設
け る 。

オ ー プ ン ス ペ ー ス に も 建 物 内 に も 、 地 域 に 開 か れ た 「 ヒ ロ バ 性 」 を 持 た せ る た め 、 以 下 に 示 す ポ イ ン

ト を 心 が け て 計 画 に 臨 み た い 。

温 泉 街 と 利 根 川 を つ な ぐ ゾ ー ニ ン グ 誰 も が 訪 れ 滞 在 す る「 ヒ ロ バ 性 」 を 持 た せ る

創

食遊泊を楽しむ温泉街のリビング

アクティビティをめぐる

中心ヒロバとつながる
各エリア

川音を楽しむそぞろ歩き

自然を感じる駐車場

自然に囲まれた橋詰空間

川と温泉街をつなぐヒロバ中心となる大きなヒロバ

食商

滞
浴

ー地域内外ともに利用可能
ー川音を愉しめる
ー親子で楽しめるスパゾーンーアップサイクルラボ

ー雪室

“食 ”を媒介に来街者もエコに参加できる
「エコダイニング」 まちやど的発想で施設を開く

ー充実した共用部
ー地域住民と来街者の接点

オトナもコドモも遊べ、
資源循環を実現する

ヒロバや通りと
一体となった賑わい

大自然をゆっくりと楽しめる
リラクゼーションスパ

温泉街通り

利根川利根川

水上橋

今回公募対象となる建物

水上駅

道の駅
清流公園

32 33

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す



温 泉 街 通 り か ら 本 館 正 面 エ ン ト ラ ン ス を 見 る温 泉 街 駐 車 場 側 か ら 北 を 見 る

既存建物の減築既存建物の減築

温泉街通り沿い建物との調和温泉街通り沿い建物との調和

新しい空間の挿入新しい空間の挿入
中心ヒロバ中心ヒロバ 中心ヒロバと一体となった屋上空間中心ヒロバと一体となった屋上空間

ヒロバに多く面する休憩処ヒロバに多く面する休憩処
屋上からもアクセス屋上からもアクセス

できる温浴施設できる温浴施設

西側から搬入可能な西側から搬入可能な
アップサイクル施設アップサイクル施設 雪の搬入がしや雪の搬入がしや

すい雪室すい雪室

人通りの少ない静かな屋上空間人通りの少ない静かな屋上空間

谷川岳への眺望が良い視点場谷川岳への眺望が良い視点場

セミパブリックなセミパブリックな
サンクンガーデンサンクンガーデン

新館新館 第一別館第一別館 本館本館

34 35

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン

34 35

温 泉 街 駐 車 場 や 温 泉 街 通 り 側 の 玄 関 口 か ら の デ ザ イ ン イ メ ー ジ を 示 す 。 豊 か な 中 間 領 域 を も つ 建 築 や 、 背

後 の み な か み ら し い 山 並 み が 連 続 す る 風 景 を 提 案 す る 。 温 泉 街 に 到 着 し た と き 、 敷 地 か ら ま ち へ と 繰 り 出

す と き 、 こ の 敷 地 に 戻 っ て 来 る と き 、 い ず れ の 場 合 も 印 象 的 な ヒ ロ バ が 来 街 者 を 出 迎 え る こ と に な る 。

ヒ ロ バ か ら は じ ま る 温 泉 街 の 風 景

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す
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子 ど も と 長 く 過 ご せ る 場 所 が 不 足 し て い る 水 上 温 泉 街 に お い て 、 た と え ば 湯 浴 み 着 や 水 着 を 着 用 し て 親 子 で 入 れ

る「 ス パ 」機 能 の 導 入 は 有 効 で あ る 。 広 い 休 憩 ス ペ ー ス や ヒ ロ バ と の 連 続 性 を 大 切 に す る こ と で 、親 子 連 れ が ゆ っ

た り と 時 間 を 過 ご せ る 場 所 が 生 ま れ る 。

老 若 男 女 に 開 か れ た 温 浴 施 設

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン

緑 が 入 り 込 ん で く る よ う な ス パ エ リ ア 時 間 を 長 く 過 ご せ る 様 々 な 機 能 を 併 設

渓 畔 林 と つ な が る 開 放 的 な 休 憩 ス ペ ー ス 自 然 の 中 で ゆ っ た り と 湯 水 に 浸 か る

C O L U M N

温 泉 街 の シ ン ボ ル「 お い で 祭 り 」 で の
道 路 空 間 ・ 駐 車 場 空 間 の 使 い こ な し

普 段 は 人 通 り が ま ば ら で 、 も っ ぱ ら 車 中 心 の 温 泉 街 通 り ・ 温 泉 街 駐 車 場 も 、 お い で 祭 り 開 催 時 に は 多
く の 人 で 賑 わ う 空 間 へ 。 こ の 敷 地 が フ レ キ シ ブ ル に 利 用 で き る 空 間 に な る こ と で 、 周 辺 と 一 体 的 に 活
用 で き 、 さ ら な る 賑 わ い が 生 ま れ て い く 。

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す



既 存 を 活 か し た サ イ セ イ の 空 間
2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン

既 存 を 生 か し な が ら 再 生 し て い く 手 法 は い く つ か あ り 、 こ れ ら を

組 み 合 わ せ る こ と で 、 多 様 な 空 間 が 生 ま れ る 。

再 自 然 化 さ れ た 光 庭 の ア イ デ ア

自 然 と 建 物 が 調 和 し た
再 生 デ ザ イ ン

イ ン テ リ ア 化ハ ウ ス ・ イ ン ・ ハ ウ ス 大 屋 根 コ ン ト ラ ス ト 再 自 然 化

木 質 架 構 で 既 存 建 物 を 包 み 込 む ア イ デ ア

サ ン ク ン ガ ー デ ンサ ン ク ン ガ ー デ ン

温
泉
街
通
り

谷 川 岳
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「 廃 墟 再 生 の 森 」「 廃 墟 再 生 の 森 」

サ イ セ イ を 象 徴 す る
「 廃 墟 再 生 の 森 」

緑 と 混 ざ り 合 う

既 存 の 躯 体 と 新 し く 植 え ら れ た 木 々 が 溶 け 合 う 「 廃 墟 再 生 の 森 」 を 提 案

す る 。 高 度 成 長 ～ バ ブ ル 期 の マ ス ツ ー リ ズ ム の 履 歴 を 伝 え る よ う な デ ザ

イ ン は 、 ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク と 共 生 す る 温 泉 街 に ふ さ わ し い 、 水 上 温 泉

街 固 有 の 新 し い シ ン ボ ル と な る 。 敷 地 に 残 る も の を 手 が か り に 、 そ れ ら

を 活 か し な が ら 新 し い も の を 取 り 入 れ 、 ゆ る や か に 価 値 を つ く り だ す 。

ボ リ ュ ー ム 検 討 の バ リ エ ー シ ョ ン

既 存 躯 体 を 残 す 新 築 を 取 り 入 れ る 低 層 に 抑 え る

新 し い 空 間 も 取 り 入 れ て い く

地 形 を 活 か す
利
根
川

3939
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2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン

険 し い 自 然 環 境 の な か 幾 度 と な く 増 改 築 を 繰 り 返 し て き た こ の 建 物 に は 、 建 築 内 部 に も 様 々 な 特 徴 的 な 空 間 が

存 在 す る 。 以 前 と 異 な る 使 い 方 を し た り 、 周 囲 の 自 然 と も う 一 度 繋 ぎ 合 わ せ た り す る こ と で 、 魅 力 的 な 再 生 空

間 と な り 新 築 の み で は 生 み 出 せ な い 体 験 を 作 る 可 能 性 を も っ て い る 。

川 沿 い の 浴 場 ス ペ ー ス を 生 か す

階 高 の あ る ス ペ ー ス を 生 か す （ ア イ デ ア ） 増 改 築 に よ る 迷 路 の よ う な 通 路 （ 現 状 ）

大 型 旅 館 な ら で は の 空 間

既 存 再 利 用 が 生 み 出 す
こ こ だ け の シ ー ン
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地 中 に 埋 ま っ た 建 物 （ 現 状 ）

対 岸 の 緑 と 川 音 が 感 じ ら れ る 旧 浴 場 （ 現 状 ）空 を 感 じ る 洞 窟 の よ う な 空 間 （ ア イ デ ア ）

地 下 空 間 を 活 か し た サ ン ク ン ガ ー デ ン （ ア イ デ ア ）

地 形 に 沿 っ た ア ク テ ィ ビ テ ィ （ 旧 庭 園 ）

自 然 と 対 話 す る 時 間

景 観 を 切 り 取 る 躯 体

立 体 的 に 交 差 す る 視 線 ・ 体 験

4141
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意見交換会

解体開始 竣工

廃墟再生マルシェ

廃墟再生の森の手入れ
廃材のアップサイクル

旧一葉亭の
思い出

工事現場の見学会

お祭り会場としての活用
廃墟再生の森に苗を植える

現在

知 る

関 わ る

地 域 に 根 付 く

竣工後も地域と関わり、愛される場所へ思い出を継承する 工事中から地域に開く

意 見 交 換 会
別 施 設 で の 常 時 展 示

現 場 に お け る 展 示 ・ 見 学 完 成 し た 後 も
住 民 が 手 を 入 れ ら れ る 仕 組 み

工 事 の 休 止 期 間 の 一 時 活 用 イ ベ ン ト

緩 や か な 再 生 の プ ロ セ ス
早 い 段 階 か ら の 事 業 周 知 だ け で な く 、 地 域 に 開 か れ た 敷 地 の 一 時 活 用 や 住 民 に よ る 製 作 物 の 設 置 、 地 域 で の 手 入 れ に よ っ

て 廃 墟 再 生 の 森 を 育 む な ど 、 様 々 な 方 法 で サ イ セ イ を 見 え る 化 す る こ と を 提 案 す る 。 地 域 の 皆 さ ま の 関 わ り し ろ を 竣 工 後

も 含 め て 確 保 す る こ と で 、 場 所 に 対 す 思 い 出 が さ ら に 重 な り 、 人 々 が 愛 着 を 持 て る 場 所 へ と 熟 成 し て い く 。

2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン
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C O L U M N

廃 ビ ル の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト と 新 築 の 建 具 を
対 比 す る と と も に 緑 を 配 置 し て 再 生 。

川 沿 い の 元 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル の 敷 地 を 建 物 の 躯 体 を 一 部
残 し 、 元 の 構 造 を 活 か し た 大 規 模 な 温 泉 公 園 と し て 再 生 。

サ イ セ イ 事 例 ①
S O F  H o t e l

サ イ セ イ 事 例 ②
T a i n a n  S p r i n g

産 官 学 金 で は 2 0 2 2 年 度 か ら 2 回 に わ た っ て 廃 墟
の 一 時 活 用 の 実 証 実 験 と し て 「 廃 墟 再 生 マ ル シ ェ 」
を 開 催 し た 。一 回 目 で は 旧 一 葉 亭 の 社 員 寮 で も あ っ
た「 旧 ひ が き 寮 」を 地 域 の 方 々 と 協 力 し て 再 整 備 し 、
み な か み 町 内 か ら 出 店 者 を 募 り 、 2 日 間 限 定 な が ら
再 生 の 風 景 を 共 有 し た 。 2 回 目 は 旧 「 一 葉 亭 」 敷 地
内 の エ ネ ル ギ ー セ ン タ ー 棟 も 活 用 し 、 各 種 メ デ ィ
ア の 注 目 も 浴 び た 。 今 後 も 「 サ イ セ イ 」 の 動 き を
発 信 し て い く プ ロ グ ラ ム と し て 、 地 域 内 で 継 続 実
施 し て い く こ と を 予 定 し て い る 。

廃 墟 再 生 マ ル シ ェ

2 0 2 2 年  廃 墟 再 生 マ ル シ ェ
開 催 前 の 状 態 （ 左 ） と 開 催 中 の 様 子 （ 右 ）

2 0 2 3 年  廃 墟 再 生 マ ル シ ェ
エ ネ ル ギ ー セ ン タ ー の 屋 上 を 活 用 （ 左 ）
仮 囲 い を 使 っ た 展 示 も お こ な っ た （ 右 ）
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こ の 土 地 は 、 利 根 川 が 長 い 時 間 を か け て 削 り だ し て き た 河 岸 段 丘 と い う 自 然 地 形 の 上 に 、 躯 体 や 擁 壁 に よ る 人 工

的 な 地 形 が 重 な っ て い る 。 そ の 両 方 の 歴 史 を 読 み 解 き 、 空 間 づ く り に 活 か す こ と で 、 こ の 場 所 は 渓 流 環 境 の 一 部

と し て 融 け 込 ん で ゆ く 。

川 沿 い の 自 然 的 ・ 人 工 的 な 地 形 に 寄 り 添 う

人 工 物 で 固 め ら れ て い た 地 表 面 を 少 し ず つ 土 に 返 し 、 建 築 物 上 の 緑 化 も 取 り 入 れ る こ と で 、 浸 透 性 の 高 い 土 や 植

物 と い っ た 自 然 物 に 開 放 し 、 生 き も の の 生 息 環 境 を 確 保 す る 。 降 り 注 ぐ 水 を し み こ ま せ 、 清 流 に 相 応 し い 水 を 送

り 出 す こ と が 、 利 根 川 ぎ わ の 空 間 づ く り に は 求 め ら れ る 。

水 を 浸 透 さ せ 、 ゆ っ く り と 川 へ 返 す

水 上 峡 の 空 気 や 水 音 を 、 積 極 的 に 建 築 の 中 に 取 り 込 む ヴ ォ イ ド を つ く る 。 夏 季 に は 涼 気 を 建 築 内 部 に い な が ら 感

じ る こ と が で き る と と も に 、 水 音 を 敷 地 奥 ま で 伝 え 、 人 々 を 川 沿 い に 導 く こ と が で き る 。

涼 し い 空 気 や 水 音 を 届 け る 建 築 の か た ち

地表面を浸透性の高い土・草で覆い、水をきれいにする地表面を浸透性の高い土・草で覆い、水をきれいにする

渓畔林を保全し、森林循環に関わる渓畔林を保全し、森林循環に関わる

建物の形状・ボリュームを地形と呼応させる建物の形状・ボリュームを地形と呼応させる

刻まれた微地形に従う刻まれた微地形に従う

人と生きものが異なる階層で共存する人と生きものが異なる階層で共存する

河川区域にせり出した既存建築物の活用河川区域にせり出した既存建築物の活用

擁壁を活かす擁壁を活かす

風や音が抜ける道風や音が抜ける道
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開放された屋上開放された屋上
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旧 一 葉 亭 敷 地 に 残 る 川 に せ り 出 す 建 築

従 来 、 治 水 お よ び 公 共 性 の 観 点 か ら 民 間 主 体 に よ る 河 川
敷 地 の 占 用 は 厳 し く 制 限 さ れ て き た が 、「 河 川 空 間 の オ ー
プ ン 化 」 に 伴 い 、 都 市 ・ 地 域 の 再 生 に 資 す る 占 用 が 可 能
と な っ た 1 )。 例 え ば 長 門 湯 本 温 泉 で は 川 床 テ ラ ス が 設 置
さ れ 2 )、 温 泉 街 の 新 た な 魅 力 と な っ て い る 。 水 上 温 泉 街
で も 、 か わ ま ち づ く り 計 画 に 基 づ き 、 道 の 駅 み な か み 水
紀 行 館 周 辺 と 利 根 川 の 河 川 区 域 の 一 体 的 な 整 備 が 進 行 中
で あ る 3 )。
　 旧 一 葉 亭 敷 地 に は 河 川 区 域 に せ り 出 す 建 物 が 存 在 す
る 。既 存 不 適 格 状 態 で あ る 一 方 で 、川 を 楽 し む ポ テ ン シ ャ
ル は 極 め て 高 い 。 か わ ま ち づ く り 計 画 と 連 携 し な が ら 、
既 存 躯 体 の 特 別 な 立 地 が 持 つ 価 値 を 柔 軟 な 制 度 利 用 を 含
め て 継 承 す る こ と が 、 こ の 敷 地 、 ひ い て は 温 泉 街 の 魅 力
創 出 の 重 要 な 鍵 と な る だ ろ う 。

河 川 空 間 利 用 の 新 し い 潮 流

1 )  国 土 交 通 省 　 水 管 理 ・ 国 土 保 全 局 ( 2 0 2 2 ). 「 河 川 空 間 の オ ー プ ン 化  活 用 事 例 集 」 .  ht t p s : / / w w w.
ml i t . g o . j p / r i v er / s h i n n g i k a i _ b lo g / s h i g en kent o u / p d f / j i r e i _ k a s en k u k a n _ 2 2 0 8 . p d f .
2 )  長 門 市 役 所 産 業 政 策 課 政 策 マ ネ ジ メ ン ト 班 .( 2 0 1 8 ). 「 長 門 湯 本 温 泉 で 河 川 空 間 の 利 活 用 が ス タ ー ト
し ま す 」 . ht t p s : / / w w w.c i t y. na g a t o.ya ma g uc h i . j p / s i t e / na g a t o y u mo t o on s en k a n ko u mac h i d
u k u r i / 2 4 3 4 1 . ht ml .( 参 照 2 0 2 3 - 1 1 - 1 )
3 )  群 馬 県 庁 県 土 整 備 部 河 川 課 川 づ く り 係 .( 2 0 1 9 ). 「 か わ ま ち づ く り 支 援 制 度 」 . ht t p s : / / w w w. pr e f .
g u n ma . j p / p a g e / 1 1 1 5 8 . ht ml .( 参 照 2 0 2 3 - 1 1 - 1 )

C O L U M N

2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る

川 を 感 じ る 空 間 の パ ブ リ ッ ク 利 用

川 に せ り 出 し た 屋 上 を サ ウ ナ テ ラ ス と し て 活 用

川 音 を 楽 し め る 遊 歩 道 と レ ス ト ラ ン

川 の 音 や 空 気 を 温 泉 街 通 り に 運 ぶ ヴ ォ イ ド 空 間

各 階 か ら 水 を 感 じ ら れ る 階 段 状 川 床 ヒ ロ バ

利 根 川 は 雄 大 な 景 観 に 加 え 、 川 音 ・ 川 風 な ど 豊 か な 恵 み を も た ら す 。 こ れ ま で 利 根 川 沿 い の 敷 地 の み が 取 り 込 ん

で い た 川 を 感 じ ら れ る 空 間 を パ ブ リ ッ ク に 開 く こ と で 、 宿 泊 者 に 限 ら ず 、 水 の 多 様 な 感 じ 方 を 楽 し め る 環 境 を 目

指 し て い く 。
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2 - 4 　

±0

- 2 0 0 0

+ 2 0 0 0
+ 4 0 0 0

- 1 0 0 0
0

+ 3 6 0 0

+ 3 6 0 0
( 2 F L )

温泉街通り温泉街通り

通りと川をつなぐ

地形に沿って降りる

通りと緩やかにつながる

利根川

敷地との中間領域をつくり、
魅力的な沿道空間に

利根川までのシークエンスを魅力
的に演出する

建物と自然による多様な地形
を生かす

フラットに屋上へ行く
建物と自然の起伏による豊か

な歩行体験

歩行者優先の出入り口

温泉街の大事な街角

国道 291 号

道の駅
清流公園

観光会館

水上駅

旧ひがき寮

路地との交差点

既 存 地 形 や 既 存 建 物 が つ く り だ す 立 体 的 な グ ラ ン ド レ ベ ル の 構 成 を ひ も と き 、 周 辺 街 路 や 街 角 か ら 、 利 根 川 方

面 へ と さ ま ざ ま な そ ぞ ろ 歩 き が 楽 し め る 動 線 を デ ザ イ ン す る 。

温 泉 街 通 り と 多 様 な 動 線 で つ な が る

4848

と お り ： 細 や か に つ な が る
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N
旧 一 葉 亭 敷 地 付 近 の 例

C O L U M N

水 上 温 泉
リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り

水 上 温 泉 リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り は 、 温 泉 街 に 多
く 存 在 す る 遊 休 不 動 産 を 民 間 主 導 で 再 生 し て い く 事
業 で あ り 、 遊 休 不 動 産 を 活 用 し た い 事 業 者 に 対 し 、
建 築 ・ 不 動 産 ・ 金 融 等 の 専 門 家 に よ る サ ポ ー ト を 行
な っ て い る 。 こ の 事 業 の 下 、 現 在 ま で に 7 つ の 店 舗
が 温 泉 街 に オ ー プ ン し て い る 1 )。
旧 一 葉 亭 敷 地 に 留 ま ら な い 、 地 域 全 体 へ の 賑 わ い 波
及 の た め に も 、 こ の よ う な 活 動 と の 連 携 が 必 要 不 可
欠 だ と 考 え ら れ る 。

1 )  水 上 温 泉 リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り ( 2 0 2 3 ) 「 水 上 温 泉 リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り 」
ht t p s : / / m i na k a m i - r e no vat i on .com / （ 参 照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 1 )

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す



2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る
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旧「 一 葉 亭 」敷 地 は 温 泉 街 通 り に 長 く 面 し て お り 、温 泉 街 通 り 全 体 の 規 範 と な る よ う な 景 観 づ く り が 求 め ら れ る 。

周 辺 の 自 然 と つ な が り 、ヒ ュ ー マ ン ス ケ ー ル な 親 し み や す さ を 継 承 し 、車 の 速 度 を 落 と す デ ザ イ ン を 例 示 す る 。

敷 地 ・ 道 路 ・ ま ち 一 体 で 取 り 組 む 景 観 づ く り
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路肩部の舗装パターンを切り替え路肩部の舗装パターンを切り替え
車の速度を落とす車の速度を落とす

道路とヒロバを柔軟に区切る道路とヒロバを柔軟に区切る
モバイルグリーンモバイルグリーン

水路を活用した小さな遊び場水路を活用した小さな遊び場
商店街のスケールになじむ商店街のスケールになじむ
小さな建築・あずまや小さな建築・あずまや

温泉街の中心ヒロバを温泉街の中心ヒロバを
表現する上質な舗装表現する上質な舗装 セットバックや同一舗装でセットバックや同一舗装で

みちヒロバのような一体感みちヒロバのような一体感

統一感のある統一感のある
サインや照明のデザインサインや照明のデザイン

地形に沿って居場所をつくる地形に沿って居場所をつくる
階段状のヒロバ階段状のヒロバ

温泉街通りに向かって温泉街通りに向かって
低く構えるボリューム形状低く構えるボリューム形状

山並みの眺めを山並みの眺めを
阻害しない階段状のスカイライン阻害しない階段状のスカイライン

木調など落ち着いた外観で木調など落ち着いた外観で
とおりの両側に統一感を持たせるとおりの両側に統一感を持たせる

街路灯は街路灯は建物外壁に設置し建物外壁に設置し
空の広いとおりに空の広いとおりに

軒先の積極的な演出ルール軒先の積極的な演出ルール

空き地暫定活用による空き地暫定活用による
小さな庭空間小さな庭空間

そぞろ歩きをうながすそぞろ歩きをうながす
キッチンカーやテラス席キッチンカーやテラス席

すき間をあけてすき間をあけて
路地状に引き込む路地状に引き込む

温泉街を案内するマップ温泉街を案内するマップ

地場産材の積極的な活用地場産材の積極的な活用

フラットに入れるフラットに入れる
バリアフリー動線バリアフリー動線

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す



滞 在 の 在 り 方 は 多 様 化 し 、よ り「 観 光 」が「 暮 ら し 」「 地 元 体 験 」に 近 い も の に な っ て き て い る 。地 域 と の 接 点 を 設 け 、

観 光 と 暮 ら し を 繋 ぐ よ う な “ う つ わ ” を 温 泉 街 と し て 整 え 、 新 た な ラ イ フ ス タ イ ル を 支 え て い く 。

源 流 の 自 然 の 中 で 、 暮 ら す よ う に 遊 び 、 遊 ぶ よ う に 暮 ら す 「 P L A Y 」 に あ ふ れ る 温 泉 街 を 目 指 し て
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源 流 地 域 な ら で は の 様 々 な  P L AY ( = 遊 び ) が あ る こ と が 、 み な か み の 強 み 。 P L AY  を 求 め 、 季 節 に よ っ て 拠 点

を 変 え 、「 水 と 旅 す る よ う に 暮 ら す 」 面 白 い プ レ ー ヤ ー た ち を 招 き 入 れ る 温 泉 街 の 姿 を 考 え る 。

周 辺 の P L A Y に
ア ク セ ス し や す い遊 び ビ ト が 育 ち

加 わ る 仕 組 み

・ コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ル ダ ー の 導 入
・ 副 業 支 援 プ ロ グ ラ ム
・場 づ く り（ 飲 み 屋 、f ab  l ab 、ア ト リ エ ）
・ 祭 り な ど 、 地 域 の 遊 び の 再 発 掘

・ サ ブ ス ク 型 の 滞 在 シ ス テ ム
・ 1 8 湯 温 泉 め ぐ り
・ デ マ ン ド 型 の 送 迎 バ ス
・ シ ェ ア バ イ ク ／ カ ー の 普 及

・ 土 地 の も の 、 自 然 の も の の 加 工 場
・ 空 き 地 を 活 用 し た ガ ー デ ン づ く り
・ DI Y を 支 え る シ ェ ア 工 房

子 ど も か ら 大 人 ま で
水 遊 び ・ 水 体 験

「 自 分 た ち で 作 る 」
を 楽 し む

季 節 で 遊 び を
変 え ら れ る

IDEA

温 泉 ・ ビ ー ル ・ サ ウ ナ ・ お に ぎ
り・川 床・水 の 飲 み 比 べ・水 風 呂・
雪 室 ・ 足 湯 ・ ミ ス ト ・ ラ フ テ ィ
ン グ ・ 滝 ・ ヨ ガ な ど 、 温 泉 街 に
た く さ ん の 水 体 験 を 育 て て い く

IDEA

IDEA

IDEA

IDEA

・ 季 節 ご と の P L AY を
　 プ ロ グ ラ ム づ く り
春 　 桜 ・ 山 菜
夏 　 川 床 ・ 祭 り ・ キ ャ ン プ
秋 　 自 伐 型 林 業 ・ ス ポ ー ツ
冬 　 サ ウ ナ ・ 囲 炉 裏 ・ 薪

冬はスキーの
インストラクターとして。

川音を聴きながら川音を聴きながら
ヨガをして目を覚まそう。ヨガをして目を覚まそう。

テレワークの時間。テレワークの時間。

川沿いでコーヒー休憩。川沿いでコーヒー休憩。

共同管理の山で共同管理の山で
木を伐採・加工。木を伐採・加工。

加工した木材を販売。加工した木材を販売。
オリジナル商品がオリジナル商品が
気に入ってもらえて嬉しいなぁ。気に入ってもらえて嬉しいなぁ。

温泉で疲れを癒そう。温泉で疲れを癒そう。
湯上がりはゆったり過ごす。湯上がりはゆったり過ごす。

地域の人とも交流できる場所が地域の人とも交流できる場所が
たくさんあって嬉しいな。たくさんあって嬉しいな。

温泉街を歩いて帰ろう。温泉街を歩いて帰ろう。

夏はラフティングで夏はラフティングで
みなかみの大自然を満喫！みなかみの大自然を満喫！

子どもと一緒に星空観察。子どもと一緒に星空観察。
みなかみにしかない満面の星空。みなかみにしかない満面の星空。

今年も野菜が美味しくできたね。今年も野菜が美味しくできたね。

大自然に囲まれてグランピングも。大自然に囲まれてグランピングも。

移住してきたアーティストさん。移住してきたアーティストさん。
みなかみの水を使ったみなかみの水を使った
アートを作っているんだって！アートを作っているんだって！

自転車で仕事場に。自転車で仕事場に。

冬はスキーの冬はスキーの
インストラクターとして。インストラクターとして。

秋は紅葉を見にハイキング。秋は紅葉を見にハイキング。

川音を聴きながら
ヨガをして目を覚まそう。

テレワークの時間。

川沿いでコーヒー休憩。

共同管理の山で
木を伐採・加工。

加工した木材を販売。
オリジナル商品が
気に入ってもらえて嬉しいなぁ。

温泉で疲れを癒そう。
湯上がりはゆったり過ごす。

地域の人とも交流できる場所が
たくさんあって嬉しいな。

温泉街を歩いて帰ろう。

夏はラフティングで
みなかみの大自然を満喫！

子どもと一緒に星空観察。
みなかみにしかない満面の星空。

今年も野菜が美味しくできたね。

大自然に囲まれてグランピングも。

移住してきたアーティストさん。
みなかみの水を使った
アートを作っているんだって！

自転車で仕事場に。

冬はスキーの
インストラクターとして。

秋は紅葉を見にハイキング。

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す

2 - 5 　

ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る



浴衣の貸し出し浴衣の貸し出し
浴 衣 姿 の 宿 泊 客 が 温 泉 街 を 練 り 歩 く

風 景 を 蘇 ら せ る 。

「 ま ち づ か い 」 を 豊 か に す る 仕 組 み

訪 れ た 人 々 に 温 泉 街 を め ぐ っ て も ら う に は 、 サ ー ビ ス 面 も 合 わ せ て 整 え て い く 必 要 が あ る 。 ホ テ ル の フ ロ ン ト で

一 括 し て 温 泉 街 の 飲 食 店 の 支 払 い が で き た り 、 浴 衣 を 貸 し 出 し た り 、 温 泉 街 内 の ゲ ス ト ハ ウ ス の フ ロ ン ト に な っ

た り と 、 様 々 な ア ク テ ィ ビ テ ィ の ハ ブ に な る こ と で そ ぞ ろ 歩 き の 起 点 と な る 。

まちの案内所まちの案内所
ス ポ ッ ト 紹 介 や ま ち 歩 き マ ッ プ の 配

布 な ど 、 温 泉 街 全 体 の イ ン フ ォ メ ー

シ ョ ン 機 能 を 担 う 。

連動決済連動決済
飲 食 店 や 温 泉 利 用 料 な ど 温 泉 街 で の

支 払 い は 最 後 に フ ロ ン ト で 一 括 払 い 。

モビリティハブモビリティハブ
温 泉 街 の 旅 館 ・ ホ テ ル の 送 迎 バ ス の

シ ェ ア や シ ェ ア サ イ ク ル の 積 極 的 な

導 入 。

ゲストハウスのフロントゲストハウスのフロント
温 泉 街 の ゲ ス ト ハ ウ ス の フ ロ ン ト 機

能 を 担 う 。

IDEA 温 泉 街 全 体 のフロント機 能

IDEA そぞろ歩きを 促す 宿 泊 者 向け サービス

住民と滞在者をつなぐ共用部住民と滞在者をつなぐ共用部
ラ ウ ン ジ や ア ッ プ サ イ ク ル 工 房 等 を

開 放 し 、 住 民 に と っ て も 居 心 地 の 良

い 空 間 を 目 指 す 。

自 然 を 感 じ ら れ る プ ラ イ ベ ー ト テ ラ ス で く つ ろ げ る 。自 然 を 感 じ ら れ る プ ラ イ ベ ー ト テ ラ ス で く つ ろ げ る 。

DI Y で カ ス タ マ イ ズ し な が ら 滞 在 で き る 。

多 様 化 す る 滞 在 を 支 え る 宿 泊 ユ ニ ッ ト

コ ネ ク テ ィ ン グ ル ー ムコ ネ ク テ ィ ン グ ル ー ム

ワ ー ク ス ペ ー ス 付 ユ ニ ッ トワ ー ク ス ペ ー ス 付 ユ ニ ッ ト

屋 外 テ ラ ス 付 ユ ニ ッ ト屋 外 テ ラ ス 付 ユ ニ ッ ト

キ ッ チ ン 付 ユ ニ ッ トキ ッ チ ン 付 ユ ニ ッ ト

ア ー ト ウ ォ ー ル 付 ユ ニ ッ トア ー ト ウ ォ ー ル 付 ユ ニ ッ ト

キ ッ チ ン 付 ユ ニ ッ ト や ワ ー ク ス ペ ー ス 付 ユ ニ ッ ト な ど 多 様 で 柔 軟 な ユ ニ ッ ト を 作 り 、 従 来 の 観 光 型 短 期 滞 在 か ら

暮 ら し に 近 い 長 期 滞 在 ま で 受 け 止 め る 。

2 つ の ユ ニ ッ ト の 組 み 合 わ せ で2 つ の ユ ニ ッ ト の 組 み 合 わ せ で

多 様 な 滞 在 が 可 能 に 。多 様 な 滞 在 が 可 能 に 。

IDEA

IDEA

IDEA

IDEA

IDEA

み な か み を 満 喫 し な が ら 仕 事 も 。み な か み を 満 喫 し な が ら 仕 事 も 。

み な か み の 食 材 を 楽 し み な が ら 滞 在 で き るみ な か み の 食 材 を 楽 し み な が ら 滞 在 で き る 。。

2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る
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2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す



1 )  株 式 会 社 あ わ え ( 2 0 2 3 ). 「 デ ュ ア ル ス ク ー ル と は 」 . ht t p s : / / dual s c ho o l . j p / ab o ut .( 参 照 2 0 2 3 -
1 0 - 3 0 ) 　
2 )  注 ： デ ュ ア ル ス ク ー ル は 株 式 会 社 あ わ え （ ht t p s : / / w w w. awae.co. j p / ） の 商 標 登 録
3 )  と く し ま 移 住 交 流 促 進 セ ン タ ー ( 2 0 2 3 ).「 住 ま い 」. ht t p s : / / i ju . pr e f . t o k u s h i ma . l g . j p / ho u s e / .( 参
照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 )
4 ) 教 育 委 員 会 総 合 教 育 セ ン タ ー 学 校 経 営 支 援 課 ( 2 0 2 3 ). 「 地 方 と 都 市 を 結 ぶ 新 し い 学 校 の か た ち

「 デ ュ ア ル ス ク ー ル 」」 . 徳 島 県 庁 . ht t p s : / / w w w. p r e f . t o k u s h i ma . l g . j p / i p p a n no k at a / k y o i k u /
g a k ko k y o i k u / 2 0 1 6 0 8 0 9 0 0 0 8 4 .( 参 照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 )
5 )  み な か み 町 特 定 地 域 づ く り 事 業 協 同 組 合 ( 2 0 2 3 ). 「 組 合 に つ い て 」 . ht t p s : / / m i g u m i . j p / .( 参 照
2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 )
6 ） テ レ ワ ー ク セ ン タ ー M I NA K A M I ( 2 0 2 3 ). 「 w or k  i n  p l a y 　 遊 び の 中 で 働 こ う 」 . ht t p s : / / t w - g .
o r g / .( 参 照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 )
7 )  GU E S T HOU S E & C o -WOR K I NG ほ と り ( 2 0 2 3 ). 「 ほ と り は ど ん な と こ ろ ？ 」 . ht t p s : / / w w w.
ho t or i - m i na k a m i .com / ab o ut .( 参 照 2 0 2 3 - 1 1 - 1 )
8 )  さ な ざ わ テ ラ ス ( 2 0 2 3 ). 「 温 流 知 新  さ な ざ わ テ ラ ス 」 . ht t p s : / / s a na z awa . j p / .( 参 照 2 0 2 3 - 1 1 - 1 )

二 地 域 居 住 を 支 え る 教 育 制 度 の 普 及

み な か み 町 特 定 地 域 づ く り 事 業 協 同 組 合 （ み 組 ） 5 ) テ レ ワ ー ク セ ン タ ー M I N A K A M I 6 ）

み 組 で は 「 マ ル チ ワ ー ク 」 と い う 、 繁 忙 期 が 異

な る 複 数 の 仕 事 を 組 み 合 わ せ る 働 き 方 を 支 援

し て い る 。 現 在 組 合 に は 、 宿 泊 業 、 飲 食 業 、 ア

ウ ト ド ア 事 業 、 施 設 業 、 介 護 業 と い う 幅 広 い 事

業 者 が 所 属 す る 。 こ の 取 組 に よ り 、 仕 事 量 の 季

節 変 動 が 大 き い 職 種 の 人 へ 安 定 的 に 仕 事 を 提 供

し 、 事 業 者 へ は 安 定 し て 労 働 力 を 提 供 で き る 。

旧 幼 稚 園 を 活 用 し た テ レ ワ ー ク 拠 点 。 サ テ ラ イ

ト オ フ ィ ス や 児 童 館 が 備 え ら れ て い る 。 み な か

み に は 、 こ の 他 に コ ミ ュ ニ テ ィ が 強 み の ほ と り
7 )、 温 泉 が 強 み の さ な ざ わ テ ラ ス 8 ) と 、 タ イ プ

別 三 種 類 の テ レ ワ ー ク 拠 点 が あ る 。

多 様 な 働 き 方 を サ ポ ー ト す る 取 組

C O L U M N

徳 島 県 は 、「 区 域 外 就 学 制 度 」 を 活 用 す る こ と に よ っ て 、 都 市 部 に 住 民 票 を お い た ま ま 、 徳 島 と 都 市

部 の 2 つ の 学 校 を 行 き 来 し 、 双 方 の 学 校 で 教 育 を 受 け る こ と が で き る 「 デ ュ ア ル ス ク ー ル 1 ) 2 ）」 事 業 を

推 進 し て い る 。 徳 島 で の 滞 在 施 設 と し て 、 参 加 者 は 、 移 住 支 援 の 取 組 で あ る 「 お 試 し 住 居 施 設 」 3 ) を

選 ぶ こ と が で き る 。 こ れ ら の 取 組 に よ っ て 、 受 入 地 域 の 交 流 人 口 や 関 係 人 口 の 増 加 に よ る 地 域 の 活 性

化 や 移 住 の 促 進 と い っ た 効 果 が も た ら さ れ て い る 4 ）。
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2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す



解 体 材 ・ 間 伐 材 の 活 用

コンクリートの
既存躯体

パーゴラ

じゃかご

ベンチ

リユー
ス

リサイクル

アップサイクル

躯 体 の 再 利 用

解体前の解体前の
資材レスキュー資材レスキュー

DIYの学びの場の提供DIYの学びの場の提供

不要になった不要になった
食器・インテリ食器・インテリア

解体で出た解体で出た
廃材・不用品廃材・不用品
解体で出た
廃材・不用品

解体前の
資材レスキュー

不要になった
食器・インテリア

旧一葉亭
（アップサイクル拠点）

インテリア・食器のインテリア・食器の
修理・販売修理・販売

インテリア・食器の
修理・販売

DIYの学びの場の提供

ア ッ プ サ イ ク ル の 拠 点 　 － 温 泉 街 ス ケ ー ル の 循 環 －

ア ッ プ サ イ ク ル の た め の 工 房・倉 庫・売 買 の 機 能 を 配 置 す る こ と で 、周 辺 の 廃 業 旅 館 や 空 き 家 等 の 活 用 を 促 進 す る 。

技 能 獲 得 や 情 報 共 有 の 場 と な り 、温 泉 街 全 体 に ミ ッ ク ス リ ノ ベ ー シ ョ ン や そ の 担 い 手 が 広 が る こ と が 期 待 さ れ る 。

敷 地 を 巧 み に 活 か し た 循 環 の 実 践 イ メ ー ジ

半 地 下 階 ・ コ ン ク リ ー ト 躯 体 ・ 残 さ れ た 什 器 と い っ た 人 工 資 源 、 川 風 ・ 敷 地 内 の 樹 木 や 土 壌 と い っ た 自 然 資 源 、

大 自 然 に 囲 ま れ た 温 泉 街 に 位 置 す る 旧 一 葉 亭 敷 地 な ら で は の 資 源 循 環 の モ デ ル を 目 指 し た い 。

エ デ ィ ブ ル ガ ー デ ン

雪 室

屋 上 緑 化

断 熱

発 酵 室

川 風 が 抜 け る川 風 が 抜 け る

温 泉 街 の 生 ご み を  温 泉 街 の 生 ご み を  
土 に 返 す コ ン ポ ス ト土 に 返 す コ ン ポ ス ト

躯 体 を 活 用 し た フ ァ ニ チ ャ ー躯 体 を 活 用 し た フ ァ ニ チ ャ ー

半 地 下 を 活 か し た半 地 下 を 活 か し た
食 材 貯 蔵食 材 貯 蔵

古 家 具 と 自 伐 型 林 業 の古 家 具 と 自 伐 型 林 業 の
木 材 を 組 み 合 わ せ て木 材 を 組 み 合 わ せ て

ア ッ プ サ イ ク ルア ッ プ サ イ ク ル

間 伐 材 の 薪 を間 伐 材 の 薪 を
使 っ た 暖 炉使 っ た 暖 炉

IDEA 木 材のサイクル  -  アップサイクル工 房  -

使 わ れ な く な っ た 建 材 や 廃

材 を 加 工 し 、 リ サ イ ク ル 。
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IDEA 食のサイクル  -  エコダイニング  -

工 房 体 験 ワ ー ク シ ョ ッ プ

工 房 体 験 を 通 し て 技 術 を 習

得 。 情 報 共 有 の 場 に 。

雪 室 貯 蔵

雪 を 利 用 し た 天 然 の 冷 蔵

庫 。 酒・食 材 を 貯 蔵・販 売 。

ロ ー カ ル フ ァ ー ス ト の 食 材

” 食 “ を 媒 介 に 来 街 者 も エ

コ に 参 加 で き る 。

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す

2 - 6 　

し げ ん ： あ る も の を 活 か す



1 )  G r e en  B u i ld i n g  Jap a n .( 2 0 2 3 ). 「 L E E D と は 」 . ht t p s : / / w w w. g b j.o r. j p / le e d / ab o ut _ le e d / .( 参 照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 ) 　
2 )  G r e en  B u i ld i n g  Jap a n .( 2 0 2 3 ). 「 W E L L と は 」 . ht t p s : / / w w w. g b j.o r. j p / w el l / ab o ut _ w el l / .( 参 照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 )
3 )  G r e en  B u i ld i n g  Jap a n .( 2 0 2 3 ). 「 S I T E S と は 」 . ht t p s : / / w w w. g b j.o r. j p / o t her s / s i t e s / .( 参 照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 )
4 )  環 境 省 ( 2 0 2 3 ). 「 Z E B の 定 義 」 . ht t p s : / / w w w.env. g o. j p / e a r t h / z eb / de t a i l / 0 1 . ht ml .( 参 照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 )
5 )  一 般 社 団 法 人 住 宅 ・ 建 築 S D G s 推 進 セ ン タ ー . 「 CA S B E E 認 証 制 度 」 , ht t p s : / / w w w. ib e c .or. j p / CA S B E E / ce r t i f i ca t i on / cer t i f i ca t i on . ht ml .( 参 照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 )
6 )  B o o k i n g .com ( 2 0 2 2 ). 「 ブ ッ キ ン グ ・ ド ッ ト コ ム 、 2 0 2 2 年 の 「 サ ス テ ナ ブ ル ・ ト ラ ベ ル 」 に 関 す る 調 査 結 果 を 発 表 〜 日 本 の 旅 行 者 の 7 3 ％  が 「 サ ス テ ナ ブ ル な 旅 行 は 自 身 に と っ て
重 要 で あ る 」 と 回 答 〜 」 . ht t p s : / / ne w s .b o o k i n g .com / ja / s u s t a i nabl e - t r av el - r ep or t - 2 0 2 2 / .( 参 照 2 0 2 3 - 1 0 - 3 0 )

深 大 寺 ガ ー デ ン

C O L U M N

環 境 認 証 制 度

国 際 基 準 で は L E E D 1 ),  W E L L 2 ),  S I T E S 3 ) な ど 、 国 内 基 準 で は Z E B 4 ),  
CA S B E E 5 ) な ど 、 建 築 や 敷 地 全 体 の 環 境 性 能 を 評 価 す る 制 度 が 多 数 存 在
す る 。 国 際 的 に 持 続 可 能 な 観 光 へ の 関 心 が 高 ま っ て お り 6 )、 こ れ ら の 認
証 制 度 は 今 後 ま す ま す 重 要 と な る だ ろ う 。
　 L E E D と S I T E S を 取 得 し て い る 深 大 寺 ガ ー デ ン で は 、 自 然 と の つ な
が り を 求 め て 人 が 集 ま り 、 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ が 生 ま れ て い る 。 旧 一 葉
亭 敷 地 で も 、 敷 地 の 環 境 性 能 が 評 価 さ れ る こ と 、 お よ び 自 然 の 営 み に 参
加 で き る 空 間 を 整 備 す る こ と で 、 生 活 者 の 地 域 へ の 誇 り が 醸 成 さ れ る こ
と が 期 待 で き る 。

源 流 の 自 然 と と も に 生 き る 　 － 木 質 バ イ オ マ ス の 活 用 －

間 伐 や 製 材 で 発 生 し た 低 質 材 、 建 物 の 解 体 材 を バ イ オ マ ス 燃 料 へ と 加 工 す る こ と で 、 地 産 地 消 型 の 電 源 ・ 熱 源 と

し て 利 用 す る こ と が で き る 。 流 域 全 体 を 繋 ぐ 木 材 の カ ス ケ ー ド 利 用 が 期 待 さ れ る 。

排熱利用排熱利用
温 泉 の 排 熱 を 利 用 し て

農 作 物 の 生 産 。

燃焼燃焼
暖 炉 や 木 質 バ イ オ マ ス ボ イ

ラ ー 等 で 燃 焼 。

建物解体建物解体
森 林 管 理 や 製 材 の 際 に 発 生 し た

枝 や 住 宅 解 体 の 解 体 材 を 再 利 用 。

加工加工
薪 や 木 質 チ ッ プ へ と 加 工 。

2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す
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木 材 を 多 角 的 に 活 用 し た ブ ラ ン デ ィ ン グ 事 例
F I L（ 熊 本 県 ）

木 材 工 場 企 業 が 展 開 す る 、 地 域 の 名 産 材 を 使 っ た 家
具 や ア ロ マ 商 品 を 展 開 し て い る ラ イ フ ス タ イ ル ブ ラ
ン ド 。 デ ジ タ ル フ ァ ブ を 併 設 し 、 地 域 の 子 ど も た ち
が 木 材 を 使 っ た 自 由 研 究 に 取 り 組 め る ス ペ ー ス も 。

伐採・間伐伐採・間伐

乾燥乾燥

2 - 1 　 ヒ ロ バ の デ ザ イ ン2 　 ア イ デ ィ ア 集 2 - 2 　 サ イ セ イ の デ ザ イ ン 2 - 3 　 か わ ： 領 域 を ひ ろ げ る 2 - 4 　 と お り ： 細 や か に つ な が る 2 - 5 　 ま ち ： も っ と 長 く 過 ご せ る 2 - 6 　 し げ ん ： あ る も の を 活 か す

熱利用熱利用
温 泉 や ス パ の 加 温 や 冬 季 の ス

ト ー ブ 熱 源 と し て 利 用 。


